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統語法

～代表的な統語法の歴史～
（２）

Ⅵ 語順の定着



古英語では

SVO SOV

どちらでもＯＫ！

なぜ？

正しいのはもちろん・・・



古英語の名詞、指示詞、形容詞は

性・数・格を示す屈折語尾を持っていたから！

語と語の関係を合図する役割

例えば、

The dog killed the bear.
を古英語でみてみると・・・

SOVでもいい理由とは？



語順

1． sē hund   ofslōg   þone bera.

2． sē hund   þone bera   ofslōg.

þone bera   sē hund   ofslōg.3．

þone bera   ofslōg   sē hund .4．

現代英語 The dog killed the bear=1,2,3,4（古英語）

the dog killed the bear
S V O
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S
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S
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S
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V
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V
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the bear
O

語順の
自由度が
高い



確認問題

古英語の語順において、SVOでもSOVでも
文の意味を同じように理解できたのはなぜでしょう



確認問題

屈折語尾によって語と語の関係を理解していたので
語順が変わっても語の役割（主語や目的語など）
を理解できたから。


